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５月１７日発行

延岡市立北浦小学校 No３

文責：校長 甲 斐 憲 一

鯉のぼりがいっぱい！
あいさつがいっぱい！

5月になりました。５月５日は端午の節句
ですが、学校にはたくさんの鯉のぼりが泳い
でいます。どこに泳いでいるのかというと、
学校の正門掲示板の中にたくさん泳いでいま
す。今年の掲示板は、各学年が工夫して製作
することになり、トップバッターの6年生が
鯉のぼりを一つ一つ手作りでつくって貼りま 【6年生製作の掲示物】”
した。いろいろな鯉のぼりがあって、子ども
たちが学校に来るのが楽しくなるような掲示
となっています。タイトルも「ぐんぐんのび
よ北浦っ子」ということで、鯉のぼりのよう
に元気よく泳いで、どんどん成長している様
子がしっかりと表現されていて、毎朝、元気
をもらっています。
また、毎朝元気のよいあいさつが響いてい

ます。今年は昨年以上にあいさつが素晴らし
くなっています。子どもたちは、自分たちか
ら先に元気よくあいさつをし、あいさつの言 【笑顔あふれる学校を目指そう！】
葉の前に「○○さん」、「○○先生」を付け加
えて、笑顔のあいさつをしています。校門の「笑顔あふれる北浦小」の言葉どおりの学
校になってきて、毎日うれしく感じます。学校以外のいろいろなところでも自分からし
っかりとしたあいさつができるように心がけていきましょう。

自然豊かな北浦

北浦地区の田んぼにも稲が植えられ、すく
すくと成長しています。学校近くの住宅地の
中にある田んぼの中をよく見ると、オタマジ
ャクシやイモリがたくさんいてびっくりしま
した。私が子どもの頃は、近くの用水路に行
っては、メダカ、ドジョウ、フナ、タガメ、
タイコウチ、ゲンゴロウ、コイ、ウナギなど
を地域の子どもたちと数人で採りに行ってい 【イモリがいっぱい】
ました。今はその用水路もコンクリートで固められ、昔の面影はありません。
北浦はまだ自然がいっぱいですので、是非お休みの日に親子で自然に触れる機会をも

ってもらうといいかと思います。田んぼを見るだけでもいろいろな生き物を発見できて
おもしろいですよ。
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頑張った地下の茶摘み

今年は、3年生が地下の茶山に茶摘みに出
かけました。長年「八十八夜 世代間交流事
業」として北浦海岸地区社会福祉協議会主催
で実施されており、日髙広道さんを始め、地
域の皆さんのお手伝いをしていただきなが
ら、茶摘み、茶炒り、茶揉みを行いました。
子どもたちは、一生懸命にそれぞれの過程の
作業に取り組み、長い時間集中している姿が 【茶炒りをしている児童】
大変素晴らしかったです。前日は雨でしたの
で、できるか心配でしたが、社協会長の行い
がよかったのか、当日は天気にも恵まれ、素
晴らしい北浦ならではの体験活動ができてよ
かったです。
このような体験を通して、地域を愛する気

持ちや労働の大切さや大変さも学んでほしい
と思います。体験活動の様子は宮日や夕刊デ
イリー新聞にも掲載されました。

【夕刊デイリーの記事】 【茶揉みをする児童】

雨にも負けず忍耐力を！

これから梅雨の時期を迎えます。以前にも連絡をしましたが、学校近くの通学路は道
幅も狭く、車での送迎が多くなると、接触事故などが起こる可能性が高くなります。け
がなどの特別な理由以外の車での送迎は控えていただきますようお願いいたします。
また、雨の日や寒い日などに頑張って登校することで体力、忍耐力や友達とのコミュ

ニケーション力等も身につきます。子どもたちの健やかな成長を促すために、ご理解・
ご協力をお願いいたします


